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 次に、資本的収入は、企業債10億8,310万円、県費負担金9億8,534万2千円、固定資産売却代金1

億円です。 

 一方、資本的支出は、総合医療センターの病院増改築工事費3億5,549万5千円、各病院の医療機

器購入など資産購入費7億3,506万3千円、企業債償還金15億8,098万9千円、看護師等修学資金貸与

費に係る長期貸付金4,260万円です。 

平成23年度の事業運営につきましては、次のとおり行います。 

ア．こころの医療センター、一志病院及び病院事業庁（県立病院経営室） 

  今後も県立県営が継続されるこころの医療センターと、当面県立県営で運営されることにな

る一志病院及び病院事業庁（県立病院経営室）については、「中期経営計画（平成22～24年度）」

に基づいて策定した平成23年度年度計画に従って運営を行います。 

イ．総合医療センター及び志摩病院 

  平成24年度から経営形態が変更となる総合医療センター及び志摩病院については、「中期経営

計画（平成22～24年度）」の対象には含まれていませんが、良質な医療を引き続き県民に提供す

るという責務を果たすため、平成22年度における取組を総括した上で、平成23年度の重点取組

等をとりまとめた「当面の運営方針（平成23年度）」に従って運営を行います。 

 

 （２）水道事業会計 

 水道事業は、四日市市、桑名市、鈴鹿市及び亀山市を含む４市４町を対象とした北中勢水道（北

勢系：施設能力１日最大給水量149,300ｍ3）、津市、松阪市を対象とした北中勢水道（中勢系：施

設能力１日最大給水量140,216ｍ3）、伊勢市、松阪市、鳥羽市及び志摩市を含む４市４町を対象と

した南勢志摩水道（施設能力１日最大給水量138,150ｍ3）による給水を行い、上水の安定した供

給に努めています。なお、南勢志摩水道の一部の施設（施設能力1日最大給水量31,000ｍ3）につ

いては、平成23年4月1日に志摩市へ譲渡しました。 

ア．業務の予定量 

  年間総給水量  75,350,475ｍ3 

  １日平均給水量   206,440ｍ3 

イ．収益的収支 収入 10,089,154千円   資本的収支 収入  3,826,180千円 

支出 11,010,540千円   支出  9,310,485千円 

収益的収入は、給水収益98億6,787万8千円とその他営業収益を合わせた営業収益98億7,843万2

千円及び一般会計補助金1億3,588万7千円等の営業外収益2億1,072万2千円が主なものです。 

 収益的支出は、人件費、修繕費、減価償却費等の営業費用75億4,656万5千円と支払利息等の営

業外費用15億3,197万5千円、特別損失19億3,000万円が主なものです。以上の結果、収支差引9億

2,138万6千円の損失を計上しました。 

 次に、資本的収入は、一般会計出資金20億6,855万5千円や企業債償還金に充当する雑収入15億
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